
資料① 各種調査結果等の報告について
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１．第１回策定委員会の主な意見



◆雇用のミスマッチ
・求人と求職のミスマッチが起きている。介護施設の働き手が少ない。
◆若者が住み、働く環境の不足
・市内に若者が住む場所がないのが一番の課題。民間賃貸住宅は少しずつ建設されてき
ているが、他市町村の方が、家賃が安い場合があるため、そちらの方に行く。
◆高齢者の雇用の場の不足
・定年を迎えた高齢者が再雇用を求めている。高齢者の力を活用していけると良い。
◆メロン農家の人手不足
・メロン農家は夏場に人手が足りず、市外から人を集めている。
◆起業者へ紹介できる物件の不足
・ 夕張では会社の設立や不動産の取引が少ない。起業したい人に対しては、紹介できる
資源（物件）が不足している。
◆夕張での可能性を発信
・何かチャレンジする場所として夕張は良いと思う。夕張での可能性を打ち出していかない
と若い人は来ない。
・市外から夕張に通勤している人は、そもそも夕張に興味がない。そういう人に対して夕張
に親しみが持てるような取組や機会が大切ではないか。
◆森林資源の活用
・森林資源を活用した取組の実施。（メイプルシロップ、トレイルランニングの場所など）
・小さいことでも良いので、夕張でまず何かを始める人が増えたら良い。ローカルベン
チャーの取組み、小さな雇用の創出。 3

第１回策定委員会での意見

視点１ 夕張の資源を活用した雇用を創出するためには？



◆夕張が持つ魅力や可能性について、市民の意識を共有する
・まずは夕張の人が夕張の魅力を語れるようになるべき。
・登山やカヌーなど、夕張の自然の魅力や良さを市内の人に分かってもらいたい。

◆知名度を活かし、夕張の魅力を広く発信する
・知名度の面で夕張は得をしている。もっとPRすべき。
・観光客が夕張に訪れるための明確な目的が必要。
・紙ベースに限らず、外から来た人がアクセスしやすい情報発信が必要。

◆スポーツ施設の活用について、道外・海外に目を向ける
・スキー場のあり方は課題。（ナイター時間、地元選手が不足）

・今後のスキー業界は外国人が対象となる。外国人を受け入れることができる環境や、ス
タッフの育成などに対応していくことが必要。

・冬はスキー合宿が多く好評だが、道外や海外に対して積極的にアピールすると、もっと伸
びる可能性がある。世界的にみても北海道のスキー場は可能性がある。

・夏に関しても、夕張のグラウンドは宝物であり、夏も冬も合宿やスポーツ選手の受け入れ
を行えば、まだまだ活気が生まれる。

◆民間の活力を生かした事業推進

・自然資源や歴史資源を活かすためには民間の活力が必要。夕張が魅力あるまちになら
なければ、民間企業による投資は集まってこない。
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第１回策定委員会での意見

視点２ 新たな人のながれ・交流人口を生むためには？



◆住む場所の確保

・出て行く人を抑えるために、ニーズに合った住まいの提供（空き家や中古住宅の活用、土
地提供など）が必要。
・市営住宅を活用した二地域居住なども考えられるのではないか。

◆雇用の確保
・定住促進を考える上でも、安定した所得を見込める雇用の確保がやはり必要。
・農家の後継者確保のため、婚活を推進している。ただ女性に来てもらうというだけでなく、
夏は農家、冬はリゾートといった就業連携が必要。

◆子育て支援の情報提供
・子育て支援に関するわかりやすい情報提供が必要。
・周りの人とつながりができると、子どもを可愛がってくれたり、助けてくれたり、最高の環境。

◆子育てするための医療機関が必要
・市内に産科・小児科が必要。市外の病院へ行くのは、特に冬場は辛い。

◆生徒数の減少
・一部の部活動では、夕張の生徒だけでは成り立たなくなり、近隣市町村と合同で実施。
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視点３ 若者の定住を促進するためには？

第１回策定委員会での意見



◆小中学校・高校生のバス乗り場
・南清水沢のバス停で下校時の中学生を見かけたが、待つ場所すら無いのが実情。

◆子供たちの放課後の居場所が不足
・ごみが散乱していたり、遊具が劣化しているなど、使える公園が少ない。
・学生が部活帰りに行ける場所が無いのが問題。現状ではコンビニしかない。

◆拠点に加え、各地区にたまり場・集まれる場が必要
・安全・安心を考えると、各地区に児童館のように集まることができる場所が必要。
・拠点施設の近隣だけでなく、地区ごとに集まることができる場所が必要。
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視点４ まちのコンパクト化、拠点形成のためには？

第１回策定委員会での意見
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２．アンケート調査結果
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（１）調査概要

①市民
アンケート

②通勤者
アンケート

③高校性
アンケート

④中学生
アンケート

対象
夕張市内に居住
する18～49歳の
市民

市内の事業所に
市外から通勤し
て勤務している
就業者

・夕張高校に通学す
る生徒109名

・夕張高等養護学校
に通学する生13名

・夕張中学校を卒業
後、市外の高校に
通学している生徒
24名

・市内に在住し、市外
の高等養護学校に
通学する生徒2名

夕張中学校生
徒119人（３学
年）

配布・
回収方法

郵送配布
郵送回収

各事業所を通じ
て配布・回収

高校を通して

配布・回収

郵送配布

郵送回収
中学校を通して
配布・回収

回答
期間

平成27年7月30日
～8月7日、9月9日

～9月18日

平成27年7月下旬
～8月7日

平成27年7月8日
～7月24日

平成27年8月17日
～8月28日

平成27年7月21日
～7月30日

配布数 1,000人 228人
夕張高校：109票
高等養護学校：13票

市外高校：24票
市外高等養護学校：2票

119票

回収数 305人 158人
夕張高校：102票
高等養護学校：10票

市外高校：7票
市外高等養護学校：1票

111票

回収率 30.5% 69.3%
夕張高校：93.6%

高等養護学校：76.9%
夕張高校：29.1%

高等養護学校：50.0%
93.3%
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（２）市民アンケート調査結果

■今後の（就業後の）居住意向

夕張市に住み続け

たい, 40.3%

夕張市に住み続け

たいが、いずれ市
外へ転居すると思

う, 33.1%

市外へ転居したい, 

25.9%

無回答・無効回答, 
0.7%

N=305

31.3%

31.1%

37.5%

47.5%

14.3%

37.5%

33.3%

35.4%

31.2%

28.6%

31.3%

35.6%

27.1%

19.9%

57.1%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

無回答・無効回答

夕張市に住み続けたい
夕張市に住み続けたいが、いずれ市外へ転居すると思う
市外へ転居したい
無回答・無効回答

N=16

N=45

N=96

N=141

N=7

57.4%

38.7%

22.4%

26.2%

38.7%

36.4%

100.0%

15.6%

22.7%

40.2%

0.8%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれたときからずっと

夕張市に住んでいる

夕張市出身で戻ってきた

市外から転居してきた

無回答・無効回答

夕張市に住み続けたい

夕張市に住み続けたいが、いずれ市外へ転居すると思う

市外へ転居したい

無回答・無効回答

N=122

N=75

N=107

N=1

31.3%

31.1%

37.5%

47.5%

14.3%

37.5%

33.3%

35.4%

31.2%

28.6%

31.3%

35.6%

27.1%

19.9%

57.1%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

無回答・無効回答

夕張市に住み続けたい
夕張市に住み続けたいが、いずれ市外へ転居すると思う
市外へ転居したい
無回答・無効回答

N=16

N=45

N=96

N=141

N=7

【年代別集計】

【居住歴別集計】

•「夕張市に住み続けたい」もしく
は「夕張市に住み続けたいが、
いずれ市外へ転居すると思う」が
7割以上を占める。
•10代から40代になるにつれ、「夕
張市に住み続けたい」割合が高
くなる。
•生まれたときから夕張市に住ん
でいる方は、夕張市への居住意
向は強いが、市外で居住経験の
ある方の方が「市外へ転居した
い」割合が高い。
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（２）市民アンケート調査結果

■市外へ転居するまたは転居したい理由

•「医療や福祉サービスが不便なため」が過半数を超えて最も多く、次に「ご自身または家族の就学・
就職・転勤・転職のため」「買い物や娯楽などが不便なため」が5割近く、３項目が突出している。
•解決に向けては、「高次医療などの医療サービスの充実」が過半数を超えて最も多く、「企業誘致
による就業場所の確保」が次に約5割となっており、これら２項目が突出している。

47.8%

7.2%

4.4%

5.0%

32.8%

5.0%

23.9%

46.7%

55.0%

22.8%

10.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

ご自身または家族の就学・

就職・転勤・転職のため

ご自身または家族の

離職・引退のため

結婚・離婚など家庭の理由から

親（子）との同居・近居のため

子育て環境が整っていないため

健康上の理由から

通勤や通学が不便なため

買い物や娯楽などが不便なため

医療や福祉サービスが不便なため

積雪や冬の寒さが負担であるため

その他

無回答・無効回答

N=180

【市外へ転居するまたは転居したい理由】

49.4%

35.6%

21.1%

22.2%

37.2%

52.8%

26.1%

8.3%

13.3%

0% 20% 40% 60%

企業誘致による就業場所の確保

老後も安心して生活できる

福祉サービスの充実

土地・住宅の取得費用支援

通勤・通学費用の助成

商業施設の誘致

高次医療などの医療サービスの充実

除雪サービスの充実

その他

無回答・無効回答
N=180

【解決に向けて市が積極的に取り組むべき対策】
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（２）市民アンケート調査結果

■結婚の希望

•「結婚していない」回答者のうち、「すぐにでも結婚したい」「いずれは結婚したい」の割合が合計で
55.0%となっている。
•このうち、「20代・30代」の「女性」で集計すると、「すぐにでも結婚したい」「いずれは結婚したい」の
合計は65.9%となる。
•全国と北海道における、未婚女性（18～34歳）の「生涯の結婚意思あり」の割合と比べると、全国が
89.4%、北海道が84.1であり、夕張市の割合は低い。

すぐにでも結

婚したい, 
9.3%

いずれは結

婚したい, 
45.7%

今は結婚し

たいとは思

わないが、い

ずれ結婚す

るだろう, 
24.3%

生涯結婚し

たくない, 
17.1%

無回答・無効

回答, 3.6%

N=140

夕張市 65.9%

【未婚女性（20代～30代）の「すぐにでも結
婚したい」「いずれは結婚したい」の割合】

結婚意思あり

北海道 84.1%

全 国 89.4%

【参考：未婚女性（ 18～34歳）の
「生涯の結婚意思あり」の割合】

資料：国立社会保障・人口問題研究所のワーキングペーパー（平成
22年調査の分析）による。
（国立社会保障・人口問題研究所 Working paper Series(J) 
No12 出生動向の観点から見た出生動向基本調査の精度評
価（石井太、岩澤美帆） より。 ）

クロス集計



0人, 1.2%

1人, 6.2%

2人, 41.4%
3人, 42.0%

4人, 3.7%

5人, 1.9%

11人, 1.2%

無回答・無効回答, 

2.5%

N=162
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（２）市民アンケート調査結果

■理想と実際の子どもの人数

•理想とする子どもの人数は、平均2.59人であるのに対し、現在の子どもの人数は平均1.58人と、
1.01人の差が生じている。
•現在の子どもの人数が理想とする人数より少ない場合の理由として、「産科小児科など医療環境
が不便」が約41%と最も多く、次いで「子育て・教育費がかかりすぎる」「仕事との両立が困難」が約
36%となっている。

0人, 19.1%

1人, 22.2%

2人, 40.7%

3人, 13.0%

4人, 3.1%

無回答・無効

回答, 1.9%

N=162

24.7%

36.1%

36.1%

19.6%

12.4%

4.1%

21.6%

28.9%

4.1%

11.3%

20.6%

13.4%

41.2%

5.2%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

現在は理想とする数より少ないが、これか

ら子どもを持ちたいと思っている

子育て・教育費がかかりすぎる

仕事との両立が困難

育児・託児サービスが不足

子育てを手伝ってくれる人がいない

配偶者との意見の違い

健康上の理由や不妊

年齢上の理由

他の子に手が回らない

住宅環境（家が狭い）

学校や習い事など教育環境が不便

買い物など生活環境が不便

産科小児科など医療環境が不便

その他

無回答・無効回答
N=97

現
在
の
子
ど
も
人
数

理
想
の
子
ど
も
人
数

平均：
1.58人

平均：
2.59人

【現在の子どもの人数が理想とする人数より少ない
場合、その理由】

※既婚者のみ



28.6%

23.0%

45.1%

52.0%

33.3%

33.3%

29.8%

55.0%

19.2%

40.0%

37.5%

20.0%

20.0%

21.3%

19.8%

11.8%

19.0%

13.6%

29.8%

16.5%

26.9%

10.0%

20.0%

36.0%

42.9%

32.8%

27.5%

20.6%

38.1%

37.9%

23.4%

18.3%

30.8%

40.0%

22.5%

40.0%

8.6%

13.1%

5.5%

9.8%

6.3%

7.6%

10.6%

4.6%

19.2%

10.0%

7.5%

6.6%

1.1%

2.0%

4.5%

2.1%

1.8%

3.8%

7.5%

3.3%

1.1%

3.9%

3.2%

3.0%

4.3%

3.7%

5.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

妊娠届出時面接相談

妊婦一般健康診査費用の助成

乳幼児各種健康診査費用無料

乳幼児医療費無料

乳児健康相談

母子訪問指導

すくすく育児教室

子どもの各種予防接種無料

養育医療給付

みんなともだち

学童クラブ

げんきルーム

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 無回答・無効回答

N=35

N=61

N=91

N=102

N=63

N=66

N=47

N=109

N=26

N=10

N=40

N=25

11.5%

20.0%

29.8%

33.4%

20.7%

21.6%

15.4%

35.7%

8.5%

3.3%

13.1%

8.2%

58.7%

50.8%

41.6%

40.3%

50.2%

49.5%

53.4%

37.7%

58.0%

65.2%

57.4%

61.0%

29.8%

29.2%

28.5%

26.2%

29.2%

28.9%

31.1%

26.6%

33.4%

31.5%

29.5%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

妊娠届出時面接相談

妊婦一般健康診査費用の助成

乳幼児各種健康診査費用無料

乳幼児医療費無料

乳児健康相談

母子訪問指導

すくすく育児教室

子どもの各種予防接種無料

養育医療給付

みんなともだち

学童クラブ

げんきルーム

有 無 無回答・無効回答

N=305
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（２）市民アンケート調査結果

■夕張市の結婚・出産・子育てに関する支援策の利用経験と満足度

•「子どもの各種予防接種無料」が35,7%と最も多く、次に「乳幼児医療費無料」が33.4%、「乳幼児各
種健康診査費用無料」が29.8%と続く。３施策の満足度は、どれも「満足」が45%以上と最も高い。
•どの施策も「満足」「まぁ満足」の合計で4割以上を占める。一方、「妊婦一般健康診査費用の助成」
「養育医療給付」は「不満」「やや不満」が20%以上を占め、不満の割合が最も高い。

【支援策の利用経験】 【支援策の満足度】
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（２）市民アンケート調査結果

■結婚・出産・子育て支援のために、市が積極的に取り組むべき施策

•「医療環境（全般）の充実」が58.4%と最も高く、「産婦人科・小児科医療の充実」が52.5%と過半数を
超えて最も多い。
•次に、「子育て支援施設の整備・充実」「子育て世帯への助成の充実」「教育環境の充実」が、4割
を超えて高くなっている。

26.2%

35.1%

46.9%

45.6%

52.5%

38.0%

11.8%

58.4%

43.6%

8.5%

3.9%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80%

出会いの場・機会づくり

出産に対する助成の充実

子育て支援施設の整備・充実

子育て世帯への助成の充実

産婦人科・小児科医療の充実

住環境の充実

二世帯住宅等への税減免制度

医療環境（全般）の充実

教育環境の充実

子育てボランティアの活用

その他

無回答・無効回答

N=305



15

（３）通勤者アンケート調査結果

■回答者属性

•年代は、30代、40代が約30%、20代が約22%で全体の約8割を占める。
•居住地は、栗山町が約46%、岩見沢が約15%。
•住宅の種類は、持ち家（一戸建）が約48％と半分近くを占め、民間の賃貸マンション・アパートが約
39％と続く。

【年 代】

持ち家（一戸

建）, 47.5%

民間の借家

（一戸建）, 

4.4%

民間の賃貸マ

ンション・ア
パート, 39.2%

公営住宅, 
3.8%

寮・社宅など, 
1.9%

間借り, 0.6%

その他, 2.5%

N=158

栗山町, 46.2%

由仁町, 5.7%

長沼町, 3.2%

岩見沢市, 

15.2%

千歳市, 8.2%

江別市, 7.0%

北広島市, 
3.2%

札幌市, 3.8% その他, 7.6%

N=158

１０歳代, 1.3%

２０歳代, 
22.2%

３０歳代, 

29.1%

４０歳代, 
29.1%

５０歳代, 

13.9%

６０歳代, 3.8%

７０歳以上, 

0.0%
無回答・無効

回答, 0.6%

N=158

【居住地】 【住宅の種類】
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（３）通勤者アンケート調査結果

■回答者属性

•通勤手段は、ほとんどが自家用車（自分で運転）で、30～1時間以上かけて通勤している方が全体
の7割を占めている。
•通勤で困っていることとしては、「冬場の運転が大変」が過半数を超えており、突出している。

【通勤手段】

１５分以内, 

1.3%

１５～３０分以

内, 17.7%

３０～４５分以

内, 38.6%

４５～１時間以

内, 31.6%

１時間～１時

間１５分以内, 

5.1%

１時間１５分～

１時間３０分以

内, 5.7%

N=158

93.0%

2.5%

0.0%

0.0%

4.4%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族による送

迎）

路線バス

ＪＲ

会社の送迎バス

自転車

その他 N=158

【通勤時間】 【通勤で困っていること】

31.0%

30.4%

57.6%

27.2%

5.1%

3.2%

1.9%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

特にない

通勤時間が長い

冬場の運転が大変

通勤費用が高い（公共交通機関

料金、ガソリン代など）

公共交通機関の便数が少ない

公共交通機関の遅れ（冬の降雪

時など）

その他

無回答・無効回答 N=158
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（３）通勤者アンケート調査結果

■夕張市への居住意向

•「あまり住みたいとは思わない、住み
たくない」が約73%と7割以上を占め、
「居住条件が満足出来れば住んでもよ
い」が約23%、「住みたい、住んでもよ
い」が2.5%に留まっている。
•若年層ほど、「居住条件が満足できれ
ば住んでもよい」の割合が大きくなる。
•「一人暮らし」の「居住条件が満足でき
れば住んでもよい」は32.4%と高く、「三
世代」も住んでもよい割合が約31%。

住みたい、住

んでもよい, 

2.5% 居住条件が満

足できれば住

んでもよい, 
22.8%

あまり住みた

いとは思わな

い、住みたくな

い, 72.8%

無回答・無効

回答, 1.9%

N=158

5.7%

2.2%

16.7%

50.0%

31.4%

23.9%

21.7%

13.6%

50.0%

62.9%

71.7%

76.1%

81.8%

83.3%

100.0%

2.2%

2.2%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

無回答・無効回答

住みたい、住んでもよい

居住条件が満足できれば住んでもよい

あまり住みたいとは思わない、住みたくない

無回答・無効回答

N=2

N=35

N=46

N=46

N=22

N=6

N=1

【年代別集計】

【家族構成別集計】

2.7%

15.4%

33.3%

32.4%

16.7%

17.9%

17.6%

25.0%

15.4%

30.0%

66.7%

62.2%

77.8%

80.4%

82.4%

75.0%

69.2%

70.0%

2.7%

5.6%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人暮らし

夫婦のみ

夫婦と子供

母子・父子世帯

夫婦と親

三世代

その他

無回答・無効回答

住みたい、住んでもよい

居住条件が満足できれば住んでもよい

あまり住みたいとは思わない、住みたくない

無回答・無効回答

N=37

N=18

N=56

N=17

N=4

N=13

N=3

N=10

5.7%

2.2%

16.7%

50.0%

31.4%

23.9%

21.7%

13.6%

50.0%

62.9%

71.7%

76.1%

81.8%

83.3%

100.0%

2.2%

2.2%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

無回答・無効回答

住みたい、住んでもよい

居住条件が満足できれば住んでもよい

あまり住みたいとは思わない、住みたくない

無回答・無効回答

N=2

N=35

N=46

N=46

N=22

N=6

N=1
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（３）通勤者アンケート調査結果

■満足できる居住条件・夕張で住む場合希望する住宅

•満足できる居住条件は、「身近で買い物ができる」が約78%と8割近く、次いで「住宅が確保されてい
る」が約69%と約7割となっている。
•さらに、「除雪がしっかりされ、冬の生活に困らない」が約56%、「医療や福祉の支援が充実してい
る」が50%と半数以上を占めている。

69.4%

44.4%

19.4%

30.6%

77.8%

8.3%

2.8%

55.6%

8.3%

16.7%

50.0%

22.2%

25.0%

25.0%

5.6%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住宅が確保されている

職場が近い

周辺市町への道路事情が便利

周辺市町への公共交通（JR・バス）が便利

身近で買い物ができる

安全、安心な食材、農産物が確保できる

自然環境が豊かで、家族の健康に良い

除雪がしっかりされ、冬の生活に困らない

家族･親戚が住んでいる

友人･知人が住んでいる

医療や福祉の支援が充実している

子育て支援や子育て環境が充実している

教育環境が充実している

移住の受け入れに積極的

移住者交流が盛ん

その他
N=36
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（３）通勤者アンケート調査結果

■夕張市で住む場合、希望する住宅・住宅支援策として選ぶもの

•夕張で住む場合、希望する住宅として「民間の賃貸マンション・アパート」が約48%と半数近くを占め
ている。
•住宅支援策としては、「住宅の家賃助成」が40%、次いで「まずは住宅情報がほしい」が約18%だった。

特になし, 

15.0%

新築住宅取得

支援のための

建設費助成, 
5.0%
新築住宅建設

のための土地
取得の支援, 

0.0%

中古住宅リ

フォームのた

めの助成, 
7.5%

住宅の家賃助

成, 40.0%
安価な宅地の

分譲, 0.0%

まずは住宅情

報がほしい, 
17.5%

その他, 2.5%

無回答・無効

回答, 12.5%

N=40

持ち家（新築

戸建）, 2.5%

持ち家（リ

フォームした

中古戸建）, 
10.0%

民間の借家

（一戸建）, 

7.5%

民間の賃貸マ

ンション・ア
パート, 47.5%

公営住宅, 
7.5%

寮・社宅, 0.0%

その他, 5.0% 無回答・無効

回答, 20.0%

N=40

【夕張で住む場合、住宅支援策として選ぶもの】【夕張で住む場合希望する住宅】
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（３）通勤者アンケート調査結果

■「あまり住みたいとは思わない、住みたくない」とした理由

•「現在の住まいの方が買い物や娯楽などに便利なため」が約69%と7割近い。
•また、「現在の住まいが気に入っているため」「現在の住まいの方が医療や福祉サービスに便利な
ため」が約半数となっている。

51.3%

27.8%

22.6%

13.9%

16.5%

2.6%

26.1%

26.1%

68.7%

49.6%

22.6%

14.8%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

現在の住まいが気に入っているため

通勤で特に問題はないため

親（子）と同居（近居）しているため

近くに家族･親戚が住んでいるため

近くに友人･知人が住んでいるため

健康上の理由から

現在の住まいの方が子育て環境が整っている

ため

現在の住まいの方が教育環境が整っている

ため

現在の住まいの方が買い物や娯楽などに便

利なため

現在の住まいの方が医療や福祉サービスに

便利なため

現在の住まいの方が積雪が少なく、

除雪が行き届いているため

その他

無回答・無効回答 N=115
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（４）高校生アンケート調査結果

■高校卒業後の進路

•高校卒業後は、「大学・短大・専門学校へ進学」が約59%と約6割を占め、「就職」が約33%を占める。
•進学先・就職先としては、「札幌市」が4割と最も多く、次いで「夕張市」が9.0%と1割近くとなっている。

【進学先・就職先の市町村（複数回答）】【高校卒業後の進路】

大学・短大・専

門学校へ進

学, 59.2%

就職, 33.3%

その他, 7.5%

N=120

40.5%

9.0%

2.7%

2.7%

1.8%

1.8%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

3.6%

36.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

札幌市

夕張市

恵庭市

岩見沢市

栗山町

旭川市

札幌近郊

北広島市

千歳市

奈良県

越谷市（埼玉県）

東京都

未定

無回答・無効回答

N=111
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■最も就きたい職業に近い職種

•最も就きたい職業に近い職種としては、
「看護師、介護福祉士」が多く、次いで
「公務員」が多くなっている。

0.0%

5.0%

12.5%

1.7%

1.7%

6.7%

0.8%

0.8%

0.0%

2.5%

4.2%

3.3%

0.0%

0.0%

0.0%

4.2%

8.3%

0.8%

0.0%

0.0%

2.5%

3.3%

5.8%

0.8%

2.5%

3.3%

0.0%

2.5%

0.8%

13.3%

12.5%

0% 5% 10% 15% 20%

弁護士，裁判官，検察官

医者，歯科医，薬剤師

看護師，介護福祉士

獣医，動物飼育，ペットショップ，トリマー

警察官，消防士，自衛官

幼稚園・保育園の先生（保育士）

教師

大学教授，科学者

パイロット，客室乗務員

コンピュータ関係（ソフト開発など）

建築士，設計士

コック，調理師，栄養士

理容師，美容師

通訳，翻訳家

会社の社長

会社員

公務員

農家，林業

漁師

商店主など自営業者

パン屋，ケーキ屋，花屋

自動車整備士，自動車・電車などの運転士

店員，販売員

スポーツ選手

俳優，タレント，歌手

画家，デザイナー，写真家

音楽家，作曲家

作家，アニメ作家，まんが家，映画監督

新聞記者，テレビ・マスコミ

どれに当てはまるのか分からない

無回答・無効回答

N=120

（４）高校生アンケート調査結果
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■就職後の夕張市への居住意向

•「市外に住んで働きたい」が約59%と約6
割を占め、「夕張市に住んでいたい」は
約22%となっている。
•就職後に夕張市に住んでいたい理由と
して「住み慣れたまちだから」が約74％、
次いで「夕張が好きだから」が50%と続く。
•反対に、市外に住みたい理由は、「通勤
の利便性を求めて」が約59%、「買い物
や娯楽などの利便性を求めて」が約51%
となっている。

夕張市に住ん

でいたい, 

21.7%

夕張市に住ん

でいたいが、
(13)で書いた

職業では難し

い, 16.7%

市外に住んで

働きたい, 

59.2%

無回答, 2.5%

N=120

50.0%

28.3%

73.9%

15.2%

8.7%

2.2%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80%

夕張が好きだから

家族と一緒に生活したいから

住み慣れたまちだから

友人がいるから

日常生活が便利だから

住宅条件が良いから

その他 N=46

59.2%

50.7%

21.1%

5.6%

29.6%

29.6%

4.2%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80%

通勤の利便性を求めて

買い物や娯楽などの利便性を求めて

医療や福祉サービスの利便性を求めて

積雪や冬の寒さの負担軽減を求めて

一人暮らしをしたいから

問１１で書いた職業に就くため

その他

無回答・無効回答 N=71

【就職後に夕張市に住んでいたい理由】

【就職後に市外に住みたい理由】

（４）高校生アンケート調査結果
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（５）中学生アンケート調査結果

■中学卒業後の進路

高校・高等専

門学校等へ進

学, 99.1%

無回答・無効

回答, 0.9%

N=111

33.6%

20.9%

11.8%

4.5%

3.6%

2.7%

2.7%

1.8%

1.8%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

17.3%

0% 10% 20% 30% 40%

夕張市

岩見沢市

札幌市

栗山町

千歳市

新篠津村

苫小牧市

長沼町

美唄市

恵庭市

小樽市

追分町

三笠市

夕張市外

道内

無回答・無効回答 N=110

【進学先・就職先の市町村（複数回答）】【中学卒業後の進路】

•中学卒業後は、ほぼ全員が「高校・高等専門学校等へ進学」。
•進学先・就職先としては、「夕張市」が33.6%と最も多く、次いで「岩見沢市」が約21%となっている。



27.7%

7.9%

4.0%

3.0%

3.0%

2.0%

2.0%

2.0%

1.0%

1.0%

5.9%

44.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

札幌市

夕張市

岩見沢市

東京都

道内

京都府

道外

夕張市外

群馬県

夕張に近いところ

決めていない

無回答・無効回答

N=101

大学・短大・専

門学校へ進

学, 55.9%

就職, 35.1%

その他, 0.0%

無回答・無効

回答, 9.0%

N=111

252525

（５）中学生アンケート調査結果

■高校卒業後の進路

【進学先・就職先の市町村（複数回答）】【高校卒業後の進路】

•高校卒業後は、「大学・短大・専門学校へ進学」が約56%を占め、「就職」が約35%を占める。
•進学先・就職先としては、「札幌市」が約28%と最も多く、次いで「夕張市」が7.9%となっている。
•「高校生アンケート」の結果とほぼ同様の結果となった。
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（５）中学生アンケート調査結果

■最も就きたい職業に近い職種

•最も就きたい職業に近い職種としては、
「看護師、介護福祉士」が最も多く、次
いで「幼稚園・保育園の先生（保育
士）」、 「コンピューター関係（ソフト開
発など）」、「スポーツ選手」が多い。

0.0%

1.8%

10.8%

0.0%

5.4%

7.2%

0.9%

1.8%

0.0%

7.2%

0.9%

0.9%

4.5%

0.0%

1.8%

3.6%

1.8%

5.4%

0.9%

0.9%

2.7%

3.6%

0.9%

7.2%

3.6%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

6.3%

18.9%

0% 5% 10% 15% 20%

弁護士，裁判官，検察官

医者，歯科医，薬剤師

看護師，介護福祉士

獣医，動物飼育，ペットショップ，トリマー

警察官，消防士，自衛官

幼稚園・保育園の先生（保育士）

教師

大学教授，科学者

パイロット，客室乗務員

コンピュータ関係（ソフト開発など）

建築士，設計士

コック，調理師，栄養士

理容師，美容師

通訳，翻訳家

会社の社長

会社員

公務員

農家，林業

漁師

商店主など自営業者

パン屋，ケーキ屋，花屋

自動車整備士，自動車・電車などの運転士

店員，販売員

スポーツ選手

俳優，タレント，歌手

画家，デザイナー，写真家

音楽家，作曲家

作家，アニメ作家，まんが家，映画監督

新聞記者，テレビ・マスコミ

どれに当てはまるのか分からない

無回答・無効回答

N=111
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（５）中学生アンケート調査結果

■就職後の夕張市への居住意向

•「市外に住んで働きたい」が最も多いが、
「夕張市に住んでいたい」「夕張市に住ん
でいたいが、希望する職業では難しい」と
合計すると45%と半数近い。
•就職後に夕張市に住んでいたい理由とし
て「住み慣れたまちだから」が70%、次いで
「夕張が好きだから」が66％と続く。
•反対に、市外に住みたい理由は、 「買い
物や娯楽などの利便性を求めて」 が約
51%、「通勤の利便性を求めて」が約49%と
半数近くとなっている。
•「高校生アンケート」とほぼ同様の結果と
なった。

【就職後に夕張市に住んでいたい理由】

【就職後に市外に住みたい理由】

夕張市に住ん

でいたい, 

18.0%

夕張市に住ん

でいたいが、
（17）で書いた

職業では難し

い, 27.0%

市外に住んで

働きたい, 

53.2%

無回答・無効

回答, 1.8%

N=111

66.0%

32.0%

70.0%

26.0%

10.0%

4.0%

16.0%

0% 20% 40% 60% 80%

夕張が好きだから

家族と一緒に生活したいから

住み慣れたまちだから

友人がいるから

日常生活が便利だから

住宅条件が良いから

その他 N=50

49.2%

50.8%

16.9%

13.6%

39.0%

39.0%

5.1%

13.6%

0% 20% 40% 60%

通勤の利便性を求めて

買い物や娯楽などの利便性を求めて

医療や福祉サービスの利便性を求めて

積雪や冬の寒さの負担軽減を求めて

一人暮らしをしたいから

問１７で書いた職業に就くため

その他

無回答・無効回答 N=59
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（６）アンケート調査結果 まとめ

■転入促進・転出抑制のために

①10代→40代になるほど、夕張での居住意向は高い

特に30、40代の子育て世帯にとって、より住みよい環境づくりが必要。
10、20代に対しては、住む動機づけとなる就業の場の確保等も必要。

ネックとなっている「医療・福祉サービス」「買い物や娯楽」の不便さの解消と、
「企業誘致・就業場所の確保」に取り組むことが必要。

②市外で居住した経験のある方ほど、転居する可能性が高い

③市外からの通勤者にとって、「あまり住みたいと思わない・住みたく
ない」割合が多いが、若年層ほど「居住条件がそろえば、夕張に住ん
でもよい」割合が高い。

居住条件として割合の高い「身近な買い物」「住宅の確保」「除雪」「医療・福
祉の支援」の充実が必要。

④夕張に住む場合、希望する住宅は、「民間の賃貸マンション・アパー
ト」が約48%と半数近い。

若年層が手ごろな家賃で居住できる民間賃貸住宅の建設・整備が必要。
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■希望する結婚・出産・子育ての実現のために

（６）アンケート調査結果 まとめ

■転入促進・転出抑制のために

⑤中高生にとって、就業後は「市外に住んで働きたい」が最も高い。

中高生ともに「市外に住んで働きたい」の割合が高いが、“夕張に住みたい”
と希望する中高生が、居住地として選択できる環境を整えることが重要。

中高生ともに「通勤利便性」「買い物・娯楽の充実」を求めている。

⑥就業後は「夕張市に住んでいたい」または「夕張市に住んでいたいが、
希望する職業では難しい」が、高校生が38％、中学生が45%と約4割。

①理想とする子ども人数は平均2.59人、現在いる子ども人数は平均1.58
人と、約1.01人の差がある。

現在の子ども人数が理想の子ども人数より少ないネックとして、「産科小児科
の医療環境の不便さ」「子育て・教育費の負担」「仕事との両立」に取り組むこ
とが必要。

②市の子育て支援策のうち「子どもの各種予防接種無料」「乳幼児医療
費無料」「乳幼児各種健康診査費用無料」の利用率・満足度が高い。

これまでの施策とともに、産婦人科・小児科をはじめとする「医療環境の充実」
に取り組むことが必要。
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３．北大生によるヒアリング調査結果

北海道大学工学部 都市地域デザイン学研究室

※ 本調査結果に係る著作権は、
北海道大学工学部 都市地域デザイン学研究室
に帰属します。
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①人口減少都市における集約型コンパクトシティ形成に向けた拠点像

【住民が夕張市の都市拠点に求める重要機能】

優先順位1 居住の場所
・移住や定住者のための住宅があること

優先順位2 人との交流によって安心を支える場所
・互いに普段から見守り会えるための場や体制があること
・安心して遊べる公園や児童館、放課後の居場所があること
・証明書の発行などの行政サービスを受けられる場所があること
・色々な世代の住民が気軽に集まったり、話したりできる場所があること

優先順位3 市内全体の活動の中心となる場所
・保育園や幼稚園があること
・バスターミナルなど市内・市外とつながる交通結節点があること
・雪処理の負担が改善される住宅があること
・企業を誘致し働く場所や選択肢があること
・働くための周辺環境が整っていること（保育園など）
・介護の不安を抱えたときに入れる施設や受けられるサービスがあること
・日常の買い物ができる場所があること（現状のcoopや商店街とも絡めて）

平成27 年度ヒアリング調査結果まとめ 北海道大学工学部都市地域デザイン学研究室
加持亮輔北原海 樫村圭亮 松田かりん 瀬戸口剛



32

②地方小都市における人口減少を抑制するためのまちづくり

【人口減少を抑制するための方策】

夕張市に、総合的に整備すべき決定要因【教育】【住環境】【医療・福祉】【経済】【利便性】

教育 [拠点] 部活動の充実や専門学科の整備等の夕張高校の充実/塾や習い事等の
教育関連施設

[市内] 保育料の値下げ等の経済支援の充実 [市外]市外高校へのスクールバス等
の公共交通

住環境 [拠点] 家賃の安い民間賃貸住宅等の中間所得者向け住宅

医療・福祉 [拠点] 小児科等の医療 [市内]出産の経済支援 [市外]市外と連携した緊急•
専門医療

経済 [拠点] 主婦の職場等の雇用環境 [市内]税金や公共料金等の経済負担の軽減

利便性 [拠点] 夜間営業のスーパー等の最低限の整備 [市外]その他の品目は市外の
店舗と連携

平成27 年度ヒアリング調査結果まとめ 北海道大学工学部都市地域デザイン学研究室
加持亮輔北原海 樫村圭亮 松田かりん 瀬戸口剛
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４．まとめ
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１～３の結果から･･･

～第１回策定委員会意見～

◆ 若者が住み、働く場所の確保
◆ 子育て支援の情報提供の充実
◆ 子育てするための医療機関の充実
◆ 子どもたちの放課後の居場所づくり
◆ 地区ごとに子どもが集まる場所づくり

～アンケート結果～

◆ 医療・子育て・生活環境の充実
◆ 住宅の確保に対する要望
◆ 若い世代ほど、「居住条件次第で
市内に住んでもよい」割合が高い

【戦略１】
若者の定住と子育て支援

・定住促進
・出生率の向上（自然減抑制）～ヒアリング結果～

◆ 中間所得者向けの低家賃賃貸住宅
の整備

◆ 安心して遊べる児童館や公園など、
放課後の居場所づくり

◆ 色々な世代の住民が気軽に集まり、
話せる場所づくり

◆ 働きながら子育てができる環境整備
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１～３の結果から･･･

～第１回策定委員会意見～

◆ 起業者へ紹介できる物件の整備
◆ 夕張での可能性を発信
◆ スポーツ施設の活用を促進
◆ 夕張が持つ魅力を広く発信する 【戦略２】

新たな人の流れ・
交流人口の創出

・交流人口の創出
・Uターン、移住の促進

～ヒアリング結果～

◆ 主婦の職場環境等の整備
◆ スポーツ施設を活かした誘致
◆ 二地域居住についての環境整備
◆ 情報発信体制の整備
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１～３の結果から･･･

～第１回策定委員会意見～

◆ 高齢者の雇用の場を確保
◆ メロン農家の人手不足解消
◆ 森林資源の活用
◆ 民間の活力を生かした事業推進

～アンケート結果～

◆ 市内の中学校・高校を卒業した
生徒が、居住地として選択できる
ような環境づくり

【戦略３】
地域資源を活用した
働く場づくり

・定住促進
・出生率向上
・二地域居住
・雇用拡大

～ヒアリング結果～

◆ 働く場所・選択肢があること
◆ 主婦が働く職場環境の整備
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１～３の結果から･･･

～第１回策定委員会意見～

◆ 夕張が持つ魅力・可能性について
市民の意識を共有する

◆ 生徒数の減少に対応
◆ 雇用のミスマッチ解消

～アンケート結果～

◆ 夕張中学校を卒業した生徒が、
ぜひ夕張高校に進学したいと思
うような、魅力的な高校づくり

◆ 中学生・高校生とも、看護士・介
護福祉士を希望する生徒が多い

【戦略４】
夕張の未来を語れる
人材の育成

・交流人口の創出
・Uターン・移住の促進

～ヒアリング結果～

◆ 部活動の充実や専門学科の整備
などの夕張高校魅力化

◆ 塾や習い事の充実
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１～３の結果から･･･

～第１回策定委員会意見～

◆ 生徒のバス待機場所を確保
◆ 子どもたちの放課後の居場所づくり

～アンケート結果～

◆ 結婚・出産を考えるうえでも、また
定住を考えるうえでも、医療体制
の充実に対する要望が多い。

【戦略５】
持続可能なまちづくり
（コンパクト化・拠点形成）

・交流人口の創出
・Uターン・移住の促進～ヒアリング結果～

◆ 働きながら子育てできる環境の整備
◆ 市内に最低限必要な医療の充実と
市外機関との連携

◆ バスターミナルなど、市内及び市外
とつながる交通結節点の整備


